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『研究企画推進室』

背景・社会的意義等

目標・令和７年度実績・成果・課題

ポイント

概要
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• 当室は研究センターには属さず包括的な視点から、国の健康・栄養施策に貢献するための研究を企画推進
• 国民が健やかで心豊かに生活できる持続可能な社会の実現のためには、個人の行動と健康状態の改善に加え、

個人を取り巻く社会環境の整備やその質の向上が必要
• 食品へのアクセスと情報へのアクセスの整備のためには事業者の役割が重要であり、食品・飲料メーカーによ

る「より健康的な食品」の開発・製造への期待の高まりへの貢献

• 食品・飲料メーカーの努力を見える化することにより、「食環境の好循環」を創出
• 令和７年度は、食品・飲料メーカーの栄養面の取組を評価する国際基準への日本版栄養プロファイリングモデル

の導入をめざし、指標案を検討

• 令和６年９月に公表された日本版栄養プロファイリング
モデルの活用

• 国が推進する産官学金で取り組む食環境づくりへの貢献



『研究企画推進室』のミッション

• 健栄研全体に関係するプロジェクト研究の企画を担い、研究全体の推進に寄与する事務の遂行

• 食環境整備の進捗を評価する一環として、食品関連事業者の栄養面に対する 取組の評価に資する調査・研究を実施

概要
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『研究企画推進室』の研究プロジェクト（令和７年度）
概要
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グローバルリサーチコミュニケーションプロジェクト

⚫ 食品企業による「より健康的な食品」の開発・製造への期待

⚫ ATNiによる食品・飲料メーカーの評価

⚫ 日本版栄養プロファイリングモデルの開発・公表

⚫ 日本の食生活や食文化の特性を踏まえ、食品・飲料メーカーの
栄養面の取組を適切に評価できる仕組みを検討

⚫ 食品・飲料メーカーの努力を見える化することにより、
「食環境の好循環」を創出

【背景】

【目的】

【取組】

⚫ 食品・飲料メーカーの栄養面の取組を評価する国際基準への
日本版栄養プロファイリングモデルの導入をめざし、指標案
を検討

⚫ 有識者による検討会を開催

【体制】

室長：西尾素子

特任研究員：Anita Nyaboke Ongosi

事務補助員：柊山慶子

研究企画推進室



『研究企画推進室』：グローバルリサーチコミュニケーションプロジェクト
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成果

【指標案の検討】

① 有識者による検討会を５回開催

② 企業ヒアリング

③ ①②を踏まえ、日本市場における食品・飲料メーカーの栄養面の取組を評価する指標案を国際基準をベースに検討

企業のガバナンス、製品、入手可能性、マーケティング、ワークフォースニュートリション（労働の場における

健康的な食物の提供等）、 表示、ロビイングやエンゲージメント

④ 日本の健康課題・栄養課題や関連する日本の法律・施策等の整理

※委託事業（日本版栄養プロファイルモデルを国際的評価指標に

導入するための調査事業））として実施【ATNiがこれまでに作成したIndexのレビュー】



『研究企画推進室』：グローバルリサーチコミュニケーションプロジェクト
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成果

【研究活動】

① 第23回国際栄養学会議(IUNS-ICN2025)においてシンポジウムを開催（令和７年８月）

テーマ：Development and application of new nutrient profile models to lead 

healthier diet for all – Japan’s proposal to the world on creation of

a healthy and sustainable food environment

② 第72回日本栄養改善学会学術総会において研究自由集会を開催（令和７年９月）

テーマ：食環境の好循環を生み出すための新たな取組－日本、世界の動向について

③ 第72回日本栄養改善学会学術総会のシンポジウム「栄養プロファイリングモデル：世界情勢と日本版の開発」において発表

（令和７年９月、西尾）

テーマ：栄養プロファイリングモデルを取り巻く世界情勢について



『研究企画推進室』における今後の取組
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【令和７年度】

【令和８年度】

⚫ 日本市場における食品・飲料メーカーの栄養面の取組を評価する指標案の作成を完了し、関係機関への提案資料を作成

⚫ 令和８年度実施予定の評価の実施・結果作成・公表に向け、関係機関との調整

⚫ 食品・飲料メーカーの栄養面の取組を評価する国際基準への日本版栄養プロファイリングモデルの導入を目指す

⚫ 関係機関と協働し、日本市場における日本企業の栄養面の取組を評価し、公表（第１版）を目指す

【令和９年度以降】

⚫ 版を積み重ねること等により、食環境の好循環を検証

今後
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